
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
文 化 財 学 習 会 

 

ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 法然寺をまるごと観る 

講 師 玉岡 嘉尚、庵下 孝 

（高松市観光ボランティアガイド） 

日 時 平成３０年１月２１日(日) 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 



 

１ 

法
然
寺 

法
然
寺
は
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
に
御
年
七
十
五
歳
で
四

国
に
流
さ
れ
た
法
然
上
人
ゆ
か
り
の
地
、
小
松
庄
生
福
寺
（
現
在

の
ま
ん
の
う
町
に
当
た
る
）
を
、
高
松
藩
祖
松
平
賴
重
公
が
高
松

に
移
し
、
復
興
し
て
代
々
の
菩
提
寺
と
し
ま
し
た
。 

 

賴
重
公
は
、
徳
川
家
康
公
の
孫
で
あ
り
、
水
戸
の
徳
川
光
圀
公

の
実
兄
に
当
た
り
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
、
二
十
一
歳
で
高

松
十
二
万
石
の
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
法
然
上
人
を
追
慕
し
て
浄

土
宗
に
帰
依
し
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
法
然
寺
の
建
立
を

始
め
ま
し
た
。
同
十
年
に
法
然
寺
が
落
慶
す
る
と
、
そ
の
三
年
後

に
は
隠
居
し
て
龍
雲
軒
源
英
と
称
し
ま
し
た
。
元
禄
八
年
（
一
六

九
五
）、
七
十
四
歳
で
生
涯
を
終
え
、
来
迎
堂
に
お
い
て
葬
儀
が
行

わ
れ
る
と
、
般
若
台
の
中
央
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。 

 

法
然
寺
は
、
仏
生
山
来
迎
院
法
然
寺
と
号
さ
れ
、
そ
の
境
域
は
、

善
導
大
師
の
二
河
白
道
に
始
ま
り
、
極
楽
浄
土
へ
至
る
過
程
を
示

す
伽
藍
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
釈
迦
の
入
滅
を
嘆
き
悲

し
む
様
子
を
描
い
た
涅
槃
図
を
、
世
に
も
稀
な
ほ
ぼ
実
物
大
の
立

体
と
し
て
再
現
し
た
立
体
涅
槃
像
群
は
、
古
来
よ
り
「
さ
ぬ
き
の

寝
釈
迦
」
と
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
来
迎
堂
で
は
、

仏
が
浄
土
か
ら
迎
え
に
く
る
「
来
迎
」
の
姿
が
、
二
十
五
菩
薩
全

て
立
体
彫
刻
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
大
変
珍
し
く
、
貴

重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 



 

２ 

見
返
地
蔵
堂
（
地
蔵
堂
） 

 
地
蔵
堂
は
、
間
口
三
間
、
奥
行
三
間
の
小
ぶ
り
な
堂
で
、
石
造
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

仏
教
で
は
、
人
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
の
六
つ
の
世
界
（
六
道
）
を
輪
廻
転
生
す
る
と
い
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
解

脱
す
る
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
信
仰
が
重
要
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。
解
脱
を
し
た
先
に
仏
の
い
る
浄
土
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
蔵
菩
薩
は
、
六
道
を
め
ぐ
っ
て
苦
し
む
人
々
を
導
き
救
済
す
る
仏
で
、
装
飾
の
多
い
一
般
的
な
菩
薩
と
違
い
、
頭
を
丸
め
袈
裟
を

着
た
修
行
僧
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。 

地
蔵
堂
は
、
法
然
寺
境
内
へ
の
入
口
で
あ
る
総
門
か
ら
道
を
挟
ん
だ
小
高
い
場
所
に
独
立
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。
総
門
を
く
ぐ
っ
た

先
か
ら
は
あ
の
世
が
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
総
門
前
か
ら
地
蔵
堂
を
振
り
返
り
見
る
人
々
の
姿
が
、
死
後
、
見
知
ら
ぬ
世
界
へ
向
か

う
不
安
や
こ
の
世
へ
の
未
練
か
ら
振
り
返
る
様
子
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
「
見
返
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

   

  

 

総門から振り返る 



 

３ 

総
門
と
二
河
白
道 

総
門
は
、
法
然
寺
の
表
門
に
あ
た
り
、
間
口
二
間
、
奥
行
六
尺
、
高
さ
一
丈
六
尺
あ
り
ま 

す
。
こ
の
門
は
、
「
仏
生
山
法
然
寺
条
目
」
（
寛
文
十
年
〔
一
六
七
〇
〕
、
松
平
賴
重
が
定
め 

た
。
全
三
十
八
箇
条
か
ら
成
る
。
）
の
中
で
は
、
「
柵
門
（
さ
く
も
ん
）
」
と
記
さ
れ
、
藩
政 

時
代
は
、
前
に
下
馬
札
（
乗
馬
の
ま
ま
で
の
通
行
を
禁
止
し
た
札
）
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

総
門
を
く
ぐ
る
と
、
燈
龍
が
並
ぶ
参
道
が
黒
門
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
参
道
は
、
仏

教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
二
河
白
道
」
に
見
立
て
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
二
河
白
道
」
と
は
、
浄
土
教
に
お
け
る
極
楽
往
生
を
願
う
信
心
の
比
喩
の
こ
と
で
、
現 

世
で
あ
る
東
の
岸
（
此
岸
）
と
極
楽
浄
土
の
あ
る
西
の
岸
（
彼
岸
）
の
間
に
は
一
本
の
細
い 

道
（
清
純
な
信
仰
の
道
）
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
南
に
は
怒
り
の
心
を
表
す
火
の 

河
が
、
北
に
は
む
さ
ぼ
る
心
を
表
す
水
の
河
が
広
が
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
恐
れ
ず
信
じ
る 

道
を
渡
れ
ば
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
も
と
へ
辿
り
つ
け
る
と
い
う
教
え
で
す
。 

総
門
を
く
ぐ
り
、
黒
門
へ
と
続
く
参
道
の
右
側
に
は
、
水 

の
河
に
見
立
て
た
蓮
池
（
今
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
小
学
校
の
グ 

ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
）
が
、
左
側
に
は
、
火
の
河
に
見
立 

て
た
前
池
が
あ
り
ま
す
。
総
門
を
く
ぐ
っ
た
す
ぐ
右
手
に
あ
る 

十
王
堂
で
十
王
に
よ
る
裁
き
を
受
け
た
後
、
二
河
白
道
を
渡 

り
、
黒
門
か
ら
先
に
広
が
る
極
楽
浄
土
へ
辿
り
つ
く
と
い
う
配 

置
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

二河白道の右手に見える蓮池 

（現 仏生山小学校のグラウンド） 

二河白道の左手に見える前池 



 

４ 

十
王
堂 

 
十
王
堂
は
、
総
門
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
右
手
に
あ
る
横
長
の
建
物
で
、
閻
魔
大
王
以
下
、
冥
府
に
お
い
て
亡
者
た
ち
の
生
前
の
罪
を
裁

く
十
王
及
び
奪
衣
婆
（
だ
つ
え
ば
）
が
堂
内
に
並
ん
で
睨
み
を
き
か
せ
て
い
ま
す
。 

十
王
の
裁
き
は
、
死
後
の
日
数
に
よ
っ
て
進
み
、
初
七
日
の
秦
広
王
（
し
ん
こ
う
お
う
）、
二
十
七
日
の
初
江
王
（
し
ょ
こ
う
お
う
）
、

三
十
七
日
の
宋
帝
王
（
そ
う
て
い
お
う
）、
四
十
七
日
の
五
官
王
（
ご
か
ん
お
う
）、
五
十
七
日
の
閻
魔
王
（
え
ん
ま
お
う
）、
六
十
七
日

の
変
成
王
（
へ
ん
じ
ょ
う
お
う
）
を
経
て
、
七
十
七
日
（
四
十
九
日
目
）
の
泰
山
王
（
た
い
ざ
ん
お
う
）
が
、
六
道
の
中
か
ら
転
生
す

る
先
を
選
び
ま
す
。
七
回
の
審
理
で
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、
百
箇
日
の
平
等
王
（
び
ょ
う
ど
う
お
う
）
、
一
周
忌
の
都
市
王
（
と
し
お
う
）、

三
周
忌
の
五
道
転
輪
王
（
ご
ど
う
て
ん
り
ん
お
う
）
と
、
追
加
の
審
理
が
三
回
あ
り
ま
す
。
遺
族
が
追
善
供
養
を
営
む
と
罪
は
軽
減
さ

れ
、
救
済
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

          

 

 

十王堂内部 

閻魔王の像 



 

５ 

黒
門
、
仁
王
門 

黒
門 

古
来
よ
り
、
こ
の
門
か
ら
先
が
極
楽
浄
土
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
特
別
な
門
と
さ
れ
て
き
た
の
が
黒
門
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
下
乗
（
げ

じ
ょ
う
）
と
い
っ
て
駕
籠
（
か
ご
）
か
ら
降
り
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
間
口
二
間
、
奥
行
一
間
七
尺
、
高
さ
一
丈
七
尺
。
珍
し
い

黒
塗
り
で
あ
る
こ
と
が
、
黒
門
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
事
故
に
よ
り
倒
壊
し
、
以
前
の
形

式
を
も
と
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 

仁
王
門 

黒
門
を
く
ぐ
る
と
、
広
庭
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
藩
主
の
葬

儀
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
儀
式
が
こ
こ
で
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目
の
前
に
は

三
つ
の
門
が
見
え
ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
が
仁
王
門
、
中
央
が
涅
槃
門
、
右
側
が
本
堂
門
で

す
。
こ
の
う
ち
、
仁
王
門
は
、
山
上
へ
と
向
か
う
門
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

仁
王
門
は
、
間
口
五
間
、
奥
行
三
間
、
高
さ
二
丈
七
尺
。
仁
王
門
に
は
阿
形
、
吽
形
の
迫

力
あ
る
仁
王
（
金
剛
力
士
）
像
が
両
脇
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
仁
王
は
、
須
弥
山
（
こ
の

世
に
あ
っ
て
、
仏
の
住
む
あ
の
世
に
つ
な
が
る
山
）
の
頂
上
、
い
わ
ば
仏
界
の
入
口
に
い
る

守
護
神
、
帝
釈
天
（
た
い
し
ゃ
く
て
ん
）
の
化
身
で
す
。
帝
釈
天
は
、
敵
が
現
れ
た
と
き
、

武
装
し
て
阿
・
吽
の
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
現
れ
、
い
ず
れ
も
忿
怒
（
ふ
ん
ぬ
）
の
相
を
し
て

い
ま
す
。
仁
王
が
い
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
先
は
仏
の
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
法
然
寺

の
仁
王
像
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
造
ら
れ
ま
し
た
。 

  



 

６ 

五
重
塔 

 
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
は
、
法
然
上
人
八
百
年
・
親
鸞
聖
人
七
五
〇
年
大

遠
忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
五
重
塔
の
建
立
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
然
上
人
没
後
八
〇
〇
年
に
ち
な
み
、
塔
の
高
さ
も
壇
上
か
ら
八
〇
〇

寸
（
二
十
四
・
二
四
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
法
然
寺
古
図
」
に
は
、
般
若
台
北
側
に
塔
建
立
の
予
定
地
が
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
初
代
藩
主
賴
重
公
の
存
命
中
に
は
、
こ
の
計
画
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
来
、

三
〇
〇
年
余
の
時
を
経
て
、
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

開
山
当
時
、
仏
生
山
山
頂
か
ら
見
つ
か
り
、
賴
重
公
が
五
重
塔
に
納
め
る
べ
く
寺
に

寄
進
し
た
仏
舎
利
塔
は
初
層
階
の
心
柱
の
前
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

法
然
寺
の
五
重
塔
は
、
古
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
木
造
伝
統
様
式
に
構
造
解
析

な
ど
の
現
代
技
術
を
駆
使
し
た
和
様
・
総
檜
造
・
本
瓦
葺
で
、
平
安
時
代
か
ら
続
く

伝
統
美
を
継
承
す
る
お
だ
や
か
な
美
し
さ
が
特
徴
で
す
。 

 

７ 

韓
門
跡
及
び
四
天
王
堂
跡
・
二
尊
堂
跡
・
鐘
楼
門 

 

韓
門
跡
（
四
天
王
堂
跡
） 

仁
王
門
を
抜
け
る
と
、
万
燈
籠
が
参
道
両
脇
を
び
っ
し
り
と
埋
め
て
い
ま
す
。
お
盆
（
八
月
十
六
日
）
と
大
晦
日
の
年
二
回
に
は
、

万
燈
龍
を
灯
し
、
亡
き
人
を
お
慰
め
す
る
万
灯
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
山
上
へ
向
か
う
参
道
石
段
は
、
西
方
の
極
楽
浄
土
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
石
段
を
数
段
上
が
る
と
、
か
つ
て
四
天
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
四
天
堂
跡
と
韓
門
跡
が
あ
り
ま
す
。
四
天
王
と

は
、
東
の
持
国
天
（
じ
こ
く
て
ん
）、
南
の
増
長
天
（
ぞ
う
ち
ょ
う
て
ん
）
、
西
の
広
目
天
（
こ
う
も
く
て
ん
）、
北
の
多
聞
天
（
た
も
ん

て
ん
）
の
こ
と
で
す
。 



 

 

仏
の
世
界
を
守
る
た
め
、
人
々
の
行
い
や
善
悪
を
監
視
し
、
逆
ら
う

仏
敵
が
い
れ
ば
懲
罰
を
加
え
ま
す
。 

 
法
然
寺
の
韓
門
は
、
昭
和
十
六
年
に
老
朽
化
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
、

今
は
礎
石
の
一
部
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

二
尊
堂
跡 

 

二
尊
堂
は
、
参
道
石
段
に
続
く
伽
藍
の
う
ち
、
最
大
の
も
の
で
、
右

に
阿
弥
陀
如
来
、
左
に
釈
迦
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
見
上
げ

れ
ば
土
間
の
天
井
に
飛
天
が
、
二
尊
の
頭
上
に
は
鳳
凰
が
飛
翔
し
て
い

ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
二
尊
堂
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
に
焼
失
し
、
今

は
韓
門
跡
と
同
様
、
礎
石
か
ら
当
時
の
姿
を
偲
ぶ
ほ
か
な
く
な
り
ま
し

た
。 

 

鐘
楼
門 

二
尊
堂
跡
か
ら
少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
鐘
楼
門
に
は
、
左
右
上

方
に
梵
天
と
帝
釈
天
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
梵
天
は
古
代
イ
ン
ド
の
神

で
あ
る
雷
神
イ
ン
ド
ラ
が
、
帝
釈
天
は
宇
宙
の
創
造
神
ブ
ラ
フ
マ
ー
が

ル
ー
ツ
で
、
共
に
仏
教
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
楼
上
に
は
「
平
和
の
鐘
」
と
呼
ば
れ
る
梵
鐘
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
鐘
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
再
鋳
さ
れ
た
も
の
で
、

前
の
鐘
は
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
ま
し
た
。
毎
夕
、
こ
の
鐘
の
音
が
仏
生

山
に
鳴
り
響
き
ま
す
。 



 

８ 

来
迎
堂 

石
段
を
登
り
き
る
と
、
来
迎
堂
へ
至
り
ま
す
。
堂
内
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
正
面
に

は
、
阿
弥
陀
如
来
を
中
央
に
観
音
・
勢
至
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
五
菩
薩
が
楽
器
を

奏
で
、
雲
に
乗
り
浄
土
か
ら
迎
え
に
来
る
光
景
が
立
体
彫
刻
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

総
門
か
ら
始
ま
り
、
浄
土
を
目
指
し
参
道
を
登
っ
て
き
た
参
詣
者
は
、
こ
こ
で
如
来
に

迎
え
ら
れ
、
極
楽
浄
土
へ
旅
立
つ
と
い
う
場
面
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
来
迎
の
場
面
を
立
像
で
表
現
し
て
い
る
例
は
少
な
く
、
貴
重
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

９ 

般
若
台 

 

雄
山
と
も
い
わ
れ
る
仏
生
山
の
山
頂
一
帯
に
は
、
法
然
上
人
並
び
に
歴
代
藩
主
（
高
松

松
平
家
）
及
び
一
族
等
の
墓
所
が
あ
り
、
般
若
台
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
非
公
開

と
し
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
藩
主
の
命
日
に
は
参
拝
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

二
代
目
藩
主
松
平
賴
常
、
九
代
目
藩
主
賴
恕
（
よ
り
ひ
ろ
）
の
墓
は
志
度
の
霊
芝
寺
（
れ

い
し
じ
）
に
あ
り
、
十
代
目
の
賴
胤
（
よ
り
た
ね
）
の
墓
は
東
京
の
伝
通
院
に
あ
り
ま

す
。 初

代
藩
主
松
平
賴
重
公
は
、
こ
の
般
若
台
を
除
く
一
山
に
、
貴
賤
や
宗
派
を
問
わ
ず

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
墓
地
を
設
け
る
こ
と
を
仏
生
山
条
目
に
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

頂
上
に
は
藩
主
家
、
そ
の
下
に
藩
士
や
領
民
の
墓
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
寺
の
境
内
に

墓
が
共
存
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
法
然
上
人
及
び
松
平
家
一
族
し
か
葬
ら
れ
な
い
般
若
台
に
、

賴
重
公
御
逝
去
の
際
に
殉
死
し
た
家
臣
の
高
井
角
右
衛
門
の
墓
や
、
九
代
藩
主
の
奥
方

初代藩主、松平賴重公の墓塔 



 

倫
姫
（
つ
ね
ひ
め
）
の
墓
の
後
ろ
に
は
、
忠
義
の
犬
と
し
て
葬
ら
れ
た
白
犬
の
墓
が
あ
る
の
も
見
所
の
一
つ
で
す
。 

 

１０ 

三
仏
堂
（
涅
槃
堂
） 

 

三
仏
堂
は
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
釈
迦
如
来
坐
像
、
弥
勒
菩
薩
坐
像
を
本
尊

と
す
る
た
め
、
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
か
ら
「
讃
岐
の
寝
釈

迦
」
と
し
て
知
ら
れ
る
涅
槃
像
が
あ
り
、「
涅
槃
堂
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

涅
槃
仏
は
、
釈
迦
が
入
滅
す
る
様
子
を
仏
像
で
表
し
た
も
の
で
、
身
長
に
し

て
二
・
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
涅
槃
図
等
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
は
通
常
頭
を

北
向
き
（
北
枕
）
で
、
顔
は
西
向
き
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
然
寺
の
寝
釈
迦

は
頭
を
南
に
向
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
釈
迦
を
段
上
か
ら
見
守
る
の
が
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
仏
で
あ
る
阿

弥
陀
如
来
坐
像
、
釈
迦
如
来
坐
像
、
弥
勒
菩
薩
坐
像
で
す
。
こ
の
三
仏
は
、
県

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
寝
釈
迦
の
す
ぐ
後
ろ
に
は
、
悟
り
に

至
る
ま
で
の
必
要
な
知
恵
を
司
る
文
殊
菩
薩
（
も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ
）
と
、
修
行

の
面
で
釈
迦
を
補
助
す
る
普
賢
菩
薩
（
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
）、
釈
迦
の
弟
子
で
如

来
と
な
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
仏
界
の
中
で
も
こ
の
世
に
近
い
浄
土
で
修
行
を

し
て
い
る
弥
勒
菩
薩
（
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
）
の
像
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
十
大
弟
子
や
悟
り
を
開
い
た
高
僧
で
あ
る
羅
漢
（
ら
か
ん
）
が
周

囲
を
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。
奥
に
は
天
龍
八
部
衆
（
※
）
や
、
如
来
の
化
身
と

さ
れ
、
憤
怒
の
姿
で
現
れ
る
明
王
、
仏
教
の
行
者
を
守
護
す
る
神
将
ら
の
眷
属

や
鳥
獣
類
の
像
も
あ
り
、
釈
迦
の
入
滅
を
嘆
き
悲
し
む
様
子
が
立
体
的
に
表
現



 

さ
れ
て
い
ま
す
。
天
井
を
見
上
げ
る
と
、
釈
迦
の
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
（
ま
や
ぶ
に
ん
）
が
、
薬
を
持
ち
臨
終
に
会
い
に
来
る
姿
が
表

現
さ
れ
て
お
り
、
何
と
か
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
薬
を
枕
元
に
投
下
す
る
行
為
が
「
投
薬
」
と
し
て
現
在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
堂
内
の
四
隅
に
は
、
持
国
天
、
増
長
天
、
広
目
天
、
多
聞
天
の
四
天
王
像
の
ほ
か
、
堂
内
を
囲
む
よ
う
に
法
然
上
人
像
や
法

然
寺
歴
代
住
職
の
像
が
並
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
法
然
寺
で
は
、
宗
派
不
問
の
納
骨
・
分
骨
を
受
け
付
け
て
お
り
、
本
堂
か
ら
三
仏
堂

へ
入
る
際
に
通
る
納
骨
堂
に
は
、
遺
骨
で
造
ら
れ
た
お
骨
仏
が
あ
り
ま
す
。 

 

（
※
）
天
龍
八
部
衆･･

･
釈
迦
を
守
護
す
る
八
神
。
八
部
衆
と
も
。
天
、
龍
、
夜
叉
、
阿
修
羅
、
乾
闥
婆
（
け
ん
だ
つ
ば
）
、
迦
楼
羅
（
か 

る
ら
）、
緊
那
羅
（
き
ん
な
ら
）
、
摩
睺
羅
伽
（
ま
ご
ら
か
）
を
指
し
ま
す
。 

 

１１ 

本
堂 

本
堂
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
再
建
さ
れ
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に

改
修
さ
れ
ま
し
た
。 

本
堂
内
の
仏
を
ま
つ
る
内
陣
に
は
、
法
然
上
人
が
一
刀
入
れ
る
ご
と
に
三
度
礼
拝
し

て
刻
ん
だ
と
さ
れ
る
自
作
の
阿
弥
陀
如
来
（
本
尊
）
が
あ
り
、「
法
然
上
人
一
刀
三
礼
の

秘
仏
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
法
然
上
人
が
七
十
五
歳
の
四
国
配
流

の
と
き
の
お
姿
を
写
し
た
波
乗
り
上
人
像
や
、
法
然
上
人
が
師
と
仰
い
だ
中
国
の
浄
土

教
祖
師
で
あ
る
善
導
大
師
像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 
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１月２1 日（日）復路 

◆ことでん琴平線 

 （仏生山）     （瓦町）    （高松築港駅）     

１２：４１発 → １２：５３着 → １２：５８ 着              

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ 「亀水の百手祭（弓射）を見る」（予定） 

 と  き 平成３０年２月４日（日）１２：３０～１５：００頃 

（※午後実施です。御注意ください） 

集合場所 ことでん北坂バス停（予定） 

     （瓦町駅前３番乗り場）１１：１５→（北坂）１１：４３ 

      （高松駅２番乗り場）１１：４５→（北坂）１２：１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講   師 立山 信浩 さん（『笠居郷探訪』著者） 

参 加 費 無料 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１月１５日号に開催案内を掲載しておりますので、 

御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課(TEL839-2660「午前１０時３０分～開始時間まで」)でお知らせし

ます。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

 

 

 

  
 

最明寺 

ことでん北坂バス停 

主要地方道高松王越坂出線（県道１６号） 香川県総合運動公園 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


